
36ヰ  有効成分  今回われわれは血液感染のハイリスクグループである血  
免疫グロブリン  素  47（Supp11） 友病患者におけるHEV抗体の陽性頻度を調査した。その  

乾燥抗破傷風人免疫グロブリン  糖栗、調査した血友病患者80例の内の13例（16．3％）が  
HEV抗体陽性であった。過去の研究では日本人の供血者  
におけるHEV抗体の悌性卒は3．7％、透析患者でg．4％と報  

告されており、血友病患者におけるHEV血液感染の可能  
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蒜   
かったが、年齢が高い方がHEV抗体陽性例の割合が高  
かった。  

北海道地区において試験研究的に献血時にHEV関連問  
診を追加するとともに、HEVNATスクリーニングを実施  
し、問診の有効性とHEV感染の実態を調査した。緒果は、  
HEV問診に該当したのは765名（0．3％）で、その内の1名  
（0．1％）にHEVRNAが放められた。HEVNATスクリーニン  
グ陽性青は20名（HEV問診該当者1名を含む）で、陽性率  
は1／11．090であった。陽性者の多くはALT値が正常で  
HEV抗体は陰性であった。道内の献血者のHEV RNA陽  
性串は予想以上に高い。  

1996年7月から2004年6月までに11人のウールー病患者  
を確認したが、全員がSouthForel＝住んでいた。患者は  
全員、1950年代後半に食人習慣が中止される前に生れ  
ていた。推定された潜伏期間は、最小で34年から41年の  
範囲であったが、男性における潜伏期間は39年から56年  
の範囲と考えられ、更に最長で7年長かった可能性もあ  
る。プリオン遺伝子の分析によって、殆どのクールー病の  
患者は、潜伏期間の延長とプリオン病への耐性に関係す  
る遺伝子型であるコドン129がヘテロ持合体であることが  
明らかとなった。   

TSEの前兆期に、スクレイピーに感染させたハムスターの  
血液中のPrPScをPMCA（proteinmisfoIdingcyclic  
ampl伽ation）法を用いて生化学的に検出した。潜伏期間  
の初期には、おそらく血液中に検出されたPrPScは末梢  
でのプリオンの複製に由来していると思われる。感染して  
いるが発症していない動物の血液中のプリオンを生化学  
的に検出することができるということは、TSEの非侵襲的  
早期診断を期待させる。   

日本輸血学会托  
200tS；520：231  

Lancet2006：367：  
2088－2074  

Science2008：313： 92－94  
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パルボウイル  今まで、凝固因子製剤のハルホウイルス引9遺伝子型2  
による汚染は報告されていないので、市販されている21  
製剤の202ロットを、パルボウイルス亡‖9遺伝子型1と遺伝  
子型2のDNAについてPCRにより調べた。i宣伝子型1の  
DNAが、現在投与されているロットの77／181（42．5％）に、  
1g80年代初めまで使用されたロットの17／21（引％）に検出  
された。遺伝子型2のDNAは、5／202（2．5％）に見出され、そ  
の全てが遺伝子型1のDNAに汚染されていた。  

Thromb Haemost  
2004：92：838－845  

古典的CJDの潜伏期間は38．5年であり、VCJDの潜伏期  
間も非常に長いことが示唆されている。また、未確認では  
あるが恐らくかなりの敢の血液ドナーが、欧州における  
BSE激増中にフランスで感染した可能性がある。これらの  
ことから、FDAは1980年以降フランスで血液又は血液成  
分の輸血を受けた着からの供血を無期限に停止するとい  
う予防策の導入をガイダンス案として発表した。  

GuidanGe for  
IndustTY（DRAFT  
GUtDANCE）  
FDA／C日ER  

August 2006 

わが国のE型肝炎の実態を明らかにする目的で、全国か  
ら総数254例のE型肝炎ウイルス感染例を集め、これを解  
析した。その緒果、以下の知見を得た。1）HEVは全国に浸  
透している。2）感染者の多くは中高年（平均年齢約50歳）  
で、男性に多い。3）我国に土着のHEVの遺伝型は3型と4  
型である。4）年齢と肝炎重症度に相関がある。5）遺伝型  

は4型が顕在化革も重症化率も高い。6）発症時期が無季  
節性である。7）感染経路は、動物由来食感染が約30％、輸  
入感染が8％、輸血感染が2％、不明が約60％であった。  

肝臓2006；47 
384－391  

血液製剤の製造工程におけるプリオンの除去に関する総  
説である。プリオン除去のための個々の製造工程は、実  
際の製造条件を実願空での条件にスケールダウンさせ、  
確立されているスクレイピー株をモデル系として用いて通  
常は評価されている。しかしながら、血液中のプリオンタ  
ンパクの存在形態が不明なので、評価実験のためのスパ  
イク材料としてのプリオンの調製方法は注意深く考慮しな  
ければならない。現在のところ、エタノール分画、PEG分  
画、カラムクロマトグラフィー、ウイルス除去膜およぴデブ  
スフィルターでの濾過が有効とされている。  

Future Viro12006ニ  

1：659－674  

ウロキナーゼ注射剤  米国  添加物  
ベネシス   人血清アル  

ブミン  

人血液  
肝臓2008；  
47（Supp＝け  A168  

60747に同じ   
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E型肝炎  日本輸血学会誌  
2006：520：231   

‖  ‖  ‖  ‖  

ScienGe2006：313：  92－94  60747に同じ  

パルボウイル  80747に同じ  Thromb Haemost  
2004；92：838－845  

GuidanG¢br  

（ndustTy（DRAFT  
GU（DANCE）  

FDA／CBER  
Augu＄t2008  

60747に同じ  

肝臓2008：47： 384－391  

607ヰ7に同じ  

60了47に同じ   FutureViroL2006；  
1：659－674  

ワイス  
ヒトトランス  

フェリン  

ヒト血液  

ゲムツズマフオゾガマイシン（遺伝子租 換え）  

ワイス  

ヒトγグロブ リン   

ヒト血液  製造工程  
ゲムツズマプオゾガマイシン（遺伝子組  

換え）  ド、スウェー  
フィンラン  デン   
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ウシ乳  スキムミルク  Canadian Food  
Inspection Agency 
2006年8月8日  

36812006／12／15  
スタンプロット法と免疫組織化学法によリ7月3日にBSEと  
確定された。カナダにおける6頭目の8SE牛であるが、過  
去の5例とは異なるBSE株であり、ヨーロッパやアメリカで  
報告されている少数株である。CFIAは直ちに0【E BSEガ  
イドラインに基づいた疫学的調査を開始した。所有者の記  
矧こよると、このウシは16力、17歳であり、1997年以前に  

肉・骨粉を含んだ餌を食べた可能性があるが、供給源は  
不明である。  

カナダ食品検査局儲査官は、2006年7月13日にBSEと診  
断されたAぬertaの50月齢の乳牛に関する疫学的調査を  
終了した。このウシはカナダで7頭目のBSE牛である。問  
娼の牛のどの部分も、ヒトおよび動物の食物システムに  
は含まれていない。  

60795に同じ  

Canadian Food  
lnspection Agency 
2006年8月24日  

Canadian Food  
lnspection Agency 
2006年8月8日  

オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド  

製造工程  
ウシ乳  ゲムツズマブオゾガマイシン（遺伝子組  

換え）  

ペプトン  
ワイス  

■‾‾5岳甘盲6諒クう盲ク福‾  

60795に同じ  
BSE  

Canadian Food  
lnspection Agency 
2008年8月24日  

Canadian Food  
【nspectionAgency  

2006年8月8日  

Canadian Food  
Inspection Agency 
2006年8月24日  

60795に同じ  オーストラリ  

ア、ニュー  
ジーランド  

裏竜王亮  
加水分解カ  
ゼイン  

ウシ乳  
ゲムツズマフオゾガマイシン（遺伝子組 換え）  

ワイス  
37012006／12／15  

BSE  60795に同じ  

製造工程  
Canadian Food  
Inspection Agency 
2008年8月8日  

Canadian Food  
Inspection Agency 
2006年8月24日  

60795に同じ  ウシ血液  
ウシ胎児血 清  

ニューソー  

ランド、米国  ゲムツズマブオゾガマイシン（遺伝子租 換え）  

37112008／12／15  

60795に同じ   
BSE  
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ゲムツズマブオゾガマイシン（遺伝子組  

換え）  ウシ血清ア ルブミン  
ウシ血液  

ワイス  
Canad；an F00d  

lnspection Agency 

2006年8月8日  

Canadian Food  

2006年8月24日  王nspeく：t星〇nAger；Cy   

60795に同じ  

60795に同じ  

ゲムツズマフオゾガマイシン（遺伝子租  

換え）  

■‾う蘭蕗71盲フ福‾  ワイス  
ヒツジ毛  

製造工程  

コレステロー ル  ア、ニュー  
ジーランド   

‾●  
うラ凛蔽う盲7指  

ワイス  
ゲムツズマフオゾガマイシン（遺伝子租  

換え）  

マウス骨髄  
腫由来NSO  
細胞  

マウス骨髄腫  

‾●  
うラ可盲6諒クー盲フ福  ジェンザイ  

ム・ジャパ  

ン  

ジェンザイ  
ム・ジャパ  

ン  

イミグルセラーゼ（遺伝子租換え）  イミグルセ  
ラーゼ（遺伝  

子租換え）  

ポリゼリン  

チャイニーズ ハムスター卵 巣細胞  

’‾うラ司盲6繭フ1盲7福‾  イミグルセラーゼ（遺伝子租換え）  

●‾う河盲6諒′1盲ク福‾  

ジェンザイ  
ム・ジャパ  
ン  

イミグルセラーゼ（遺伝子組換え）  ドナー仔牛  
血清  

ドナー仔牛血 液  
要蓬王福  

ニューソー  
ランド  

‘‾ちラ胡盲6諒クー盲′福‾  

ジェンザイ  
ム・ジャパ  
ン  

持田製薬  

イミグルセラーゼ（遺伝子租換え）  ウシ胎仔血 清  

ーうラ前緬右前う五指‾  ウリナスタチン  ウリナスタテ ン  
ヒト尿  

第80回 日本感染  
症学会総会・学術  
講演会（2008年4月  
20－21日）  

日本におけるヒトポカウイルス（H80V）検出状況を調査し  

た。2002年10月～2003年9月、2005年1月～7月の2シー  
ズンに、小児下気道感染症患者318例から採取した暮咽  
頭スワブより抽出したDNAをPCRし、塩基配列を決定し  
た。318例中18例（5．7％）でH80Vが検出され、検出された患  
者の年齢は7ケ月から3歳で、検出月は1月から5月に集中  
していた。H80Vは様々な呼吸器感染症の原因ウイルス  
になっていると推定された。   
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タイで2005年11月28日にトリイ  
月7日に死亡した5鼓の少年の血液検体を調べた。RT－  

PCRにより、血兼はH5Nlインフルエンザウイルス陽性で あった。ウイルスを分離し、遺伝子配列を決定したところ、 A／Thajl即1d／NK165／05accessionno 
．DO37259卜8であっ  

た。ヘムアゲルチニンとノイラミニダーゼ遺伝子について  
系統遺伝学的分析を行ったところ、2004年初めにタイで  
発生した野鳥のインフルエンザウイルスの特徴と同じで  
あった。  

種差を超えてヒトに感染するトリインフルエンザのうち、  
H5Nlは重症例や死亡例を最も多く発生させている。アジ  
アや、ヨーロッパ、近東、アフリカの一部で発生している家  
禽や野鳥におけるH5Nl流行に関連して、このウイルスに  
感染したヒトの半数以上が死亡した。H5Nlのヒトーヒト感  
染は報告はあるが、限定されており、非効率的で、持続し  
ていない。しかしながら、H5Nlウイルスが、ヒトからヒトヘ  
簡単に拡がるように変化しうることを科学者らは懸念して  
いる。H5Nlウイルスに対するワクチンは現在開発中であ  
る。  

中国Hunan省中部のChenzhou市でヒトポカウイルス感染  

の8症例（全て1歳以下の乳幼児）が報告された。これは  
新たに同定されたウイルスによる中国での最初の感染例  
である。   

日本人で初めてHIV2型の感染者が確認された。この男性  
は過去に西アフリカで輸血を受けたことがあり、このとき  
の輸血が感染源とみられている。厚生労働省は1型だけ  
でなく、2型についても検査体制を徹底するよう通知した。  

2000年12月から2001年10月に輸血を受けたウガンダの  

Kampalaの患者1811例のうち、輸血前にヒトヘルペスウイ  
ルス8型（HHV－8）血清陰性であった患者991例について  

追跡調査を行った。そのうち43％（425例）にHHV－8血清陽  
性血が輸血された。g91例中41例にHHV－8セロコンバー  
ジョンが起こったが、セロコンバージョンのリスクは陽性血  
を輸血された患者の方が陰性血を輸血された患者より有  
意に高かった。   

2008；12二104卜  
1043  

ン  烏インフルエ ザ  

CBS News／  
Healthwatch 2006 
年8月22日  

asahi．com健康  

2006年9月4日  

HHV－8感染  N EnglJMed2006：  
355：1331－1338  
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アレルゲン  

エキス  

アレルゲン  
エキス  

アレルゲン  
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鳥居薬品  Aspergiルs  

hmigatus  

人血液  
日本  

有効成分  エイズウイルス（川∨）のうち、せ界で感染が広がっている  
9  

初めて感染したことを、厚生労働省のエイズ研究班が確  
認したことが9月3日分かった。厚労省は、医療機関や保  
健所などが実施している検査で2型の感染を見逃さないよ  
う、検査の徹底を求める通知を出した。川V2型の感染が  
確認されたのは、過去に西アフリカで輸血を受けた経験  
がある男性である。同省は「滞在していた地域では2型が  
流行しており、現地での輸血が感染原因とみられる」とし  
ている。  

米国疾病対策予防センターは、／くハマのグレートエグ  

ズーマ島におけるマラリア発生を確認し、旅行者に対して  
抗マラリア薬の使用を勧告した。2006年6月29日現在、患  
者数は合計18例で、うち4例が旅行者である。全員  
Plasmodiumfalciparunlに感染していた。  

キルギスタンの首都で79例のマラリア症例が登録され  
た。予防手段を講じているにもかかわらず、流行が拡大  
中である。住民に問題を理解させるのが難しく、衛生疫学  
監視センターの職員は時々しか殺虫剤を散布できない。  

人赤血球濃厚液  中日新聞Chunjchi  

日本赤十 字社  
WebPress2006年 月4日  

CDC2006年8月30 日  

ProMED－  

mai120060624．1758  

2006年9月19日、CDCは米国在住のグレートエグズーマ  
島渡航者向けの抗マラリア薬服用勧告を解除した。2006  
年5月～6月の間に合計19例のマラリア症例が確認された  
が、3ケ月間新規症例の報告がなかったためである。   

CDC／MMWR  
Weekty2006：  
55（37）：1013－1016   
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2006年9月8日付けのKore∂Timesによると、文l見辛研i麦  
に輸血を受け、その後マラリアと診断された患者が、疑わ  
しい血液の流通を防ぐことができなかった韓国赤十字を  
批判している。韓国赤十字は状況を知りながら、何の行  
動も起こさず、その結果、不適切な血液製品が流通し続  
けたとのことである。輸血によるマラリア慾染で既に1名の  

患者が死亡している。  

中国東部の安徽省でマラリア感染が拡大している。地元  
の保健当局によると、今年に入ってから2006年9月25日  
時点で17917例が報告されており、昨年の同時期と比較  
すると89．8％増加している。保健当局は緊急通告を出し  
て、感染の監視を強化し、拡大防止のためにマラリア予  
防と治療に関する啓発を行うよう地声自治体に要請した。  

ロサンジェルスの心臓移植患者2名で、臓器移植による  
シヤーガス病伝播が見られた。1例は拒絶反応による合  
併症で死亡し、もう1例は心不全で死亡した。両例ともド  
ナーがTrYPanOSOmaCl¶三億染着であったことが明らかと  
なった。米国における固形臓器移植による丁．cnJZi伝播と  
しては4例日と5例日になる。  

フランスでリスクのある供血者に対し、シヤーガス病スク  
リーニング検査を行うこととなり、8ioelisaChagas、  

Chagatek、OrthoT．cruziEuSATestSystem’1、EUSA  
CnJZiの4種類のTrYPanaOSOmaCrUZiEUSAキットの怒受  
性、再現性、特異性を評価した。感受性に関しては4種類  
の検査法で正確に検出された。再現性は24コピーの  
S／CO値の平均の変動係数によって示され、各々、8．30％、  
9．30％、15．7％、22，4肌であった。  

2000年12月から2001年10月に輸血を受けたウガンダの  
Kampalaの患者1811例のうち、輸血前にヒトヘルペスウイ  
ルス8型（HHV－8）血清陰性であった患者991例について  
追跡明査を行った。そのうち43％（425例）にHHV－8血清陽  
性血が輸血された。991例中41例にHHV－8セロコンバー  
ジョンが起こったが、セロコンバージョンのリスクは陽性血  
を輸血された患者の方が陰性血を輸血された患者より有  
意に高かった。   

AABB Weekly 
Report2006年9月  
15日  

ProMED－  

mai120061004．2843  

CDC／MMWR  
Weekly2006：  
55（29）：798－800  

トリ／くノソーマ 症  

Vox Sang2006ニ  

91（Supp13）：98  

N EnglJMed2006：  

355二1331－1338  
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タ イで2005年11月  

2006：12：104ト  EmerglnfectDis  1043  
28日にトリインフルエン1ヂを葉柄し、12  

月7日に死亡した5象の少年の血液検体を調べた。RT－  
PCRにより、血策はH5Nlインフルエンザウイルス陽性で  
あった。ウイルスを分離し、遺伝子配列を決定したところ、  
A／Thailand／NK165／05accessionn0．DO37259ト8であっ  
た。ヘムアグルチニンとノイラミニダーゼ遺伝子について  
系統遺伝学的分析を行ったところ、2004年初めにタイで  
発生した野鳥のインフルエンザウイルスの特徴と同じで  
あった。   

アイオワ州では2005年12月以来、おたふくかぜが大流行  
中で、2006年4月20日時点で、疑い例も含め、1000例以上  
がアイオワ公衆衛生部に報告されている。おたふくかぜ  
の輸血による伝播に関する現在の知見に基づき、AABB  
の輸血伝播病委員会およぴFDAは、血液収集施設が行う  
べき予防的アプローチを承認した。  

んへ8B Association  

Bulletin＃06－04  
2006年4月26日  

パルボウイル  ヒトパルボウイルスB19DNA（1．6xlO「∪／mし）を含むプール  

血渠の輸血後、B191gG陽性の患者では抗体価が19－39  
ル／mLから50－100tU／mLに上昇して再感染を防いだ。そ  
れに対し、陰性の患者では、1．8－2．2xlぴ【∪／mLの  

B19DNAの存在下で、プール血兼のIgGレベルが  
59．5IU／mしでは819の伝播とセロコンバージョンを防ぐの  

は不十分であることがわかった。  

パルボウイルス819ジェノタイプ3流行地域であるガーナ  
で、114租の成人供血舌一小児受血者ペアにおける輸血に  
よるB19の伝播および免疫学的特性について調べた。2例  
の供血が／くルポウイルス日19DNAと特異的抗体を含有し  
ていたが、伝播は見られなかった。B19IgG含有の全血が  
819DNA陽性受血舌14例に輸血されていたが、その内、  
輸血l附こVP2に対する抗体が認められなかった10例では  
ウイルスが除去された。  

PrPcは全身の多数の雑撥に存在し、血小板に大王に存  
在する。静止血小板ではα顆粒頒上に存在することが知  
られているが、その生理学的機能は不明である。血小板  
中のPrPcの局在を調べたところ、血小板が活性化する  
と、血小板表面上にPrPcが一時的に発現し、続いて、微  
小胞およぴエキソソーム上への放出が起こることが明ら  
かとなった。血小板由来エキソソーム上にPrPcが存在す  
るということは、血中でのPrPc輸送および細胞間伝播に  
おけるメカニズムを示唆する。   

JlnfectDis2006；  
194：154－158  

パルボウイル ス  Transhl＄ion2006：  
46ニ1593－1600  

Blood2006：107：  
3907－3911  
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ABC Newsletter  
2006Sepl：18  

外科用器具には零箕芦硬も依然としてクロイツフェルトヤコ  
ブ病（CJ【））が残存する可能性が明らかとなった。エジン  

バラ大学研究チームは、タンパク賞による平均汚染土が  
器具1mm2あたり0．211gであり、ヒトへの感染に必要な土  
をかなり上回る数値であることを認めた。最大王は、扁桃  
腺（プリオンが分布することが知られている組織のひと  

つ）の切除に用いた器具で認められた。同チームは、保  
健省に対し、同チームが開発したガスプラズマ滅菌の広  
範な導入を推奨している。   

米国で供血後に古典的CJDを発症した個人を特定し、受  
血舌の追跡調査を行った。2008年2月までに、古典的CJD  
で死亡した供血看31名が試葛剣二登録され、384名の受血  
看が特定された。追跡を行ったところ、古典的CJDが輸血  
を介して受血看に伝播したという証拠は示されなかった。  
本研究は、1995年に米国の大規模血液供紹システムと疾  
病対策予防センター（CDC）により開始され、継続中であ  
る。  

1996年から1999年に、手術時に20－29歳であった患者か  
ら得られた虫垂および扁桃12即4検体のうち、病原体プリ  
オンに陽性染色であった3例（虫垂）について、プリオン蛋  

白の遺伝子型分析を行った。3検体中2例で分析が可能  
であり、両者ともプリオン蛋白遺伝子（PRNP）コドン129の  
Valがホモ接合体であった。今まで、VCJD患者は、  
Met／Valのヘテロである医原性の1例を除いて全て、  
PRNPのコドン129がMetのホモ接合体であり、Valホモ接  
合体がvcJDに対し感受性があることが初めて示された。  

クロイツフェル トヤコブ病  
Vox Sang2006：  
91（Supp13）：68－69  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

8MJ2006；332：  

1186－1188  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

英国は、1990年代に輸出された英国製の血液製剤から  
のvCJD感染の危険性について、輸出先の14カ国に連絡  
を行った。輸血を介したvCJD感染は英国では3例報告さ  
れており、未発症の感染者からの供血により引き起こさ  
れる災害の「第二の波」が懸念される。最も危険性の高い  
ブラジルとトルコや、ブルネイ、アラブ首長国連邦、イン  
ド、ヨルダン、オマーン、シンガポールに予防措置をとるよ  
う勧告した。   

TSEの前兆期に、スクレイピーに感染させたハムスターの  
血液中のPrPScをPMCA（proteinmEsfoldingcycJic  
amplification）法を用いて生化学的に検出した。潜伏期間  
の初期には、おそらく血液中に検出されたPrPScは末梢  
でのプリオンの複製に由来していると思われる。懸染して  
いるが発症していない動物の血液中のプリオンを生化学  
的に検出することができるということは、TSEの非侵襲的  
早期診断を期待させる。   

The Guardian 2006 
年5月2日  

Science2006：313： 92－94  
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異型クロイツ  
フェルトヤコ  

フ病   GUIDANCE）  あるが恐らくかなりの数の血液ドナーが、欧州における  
BSE激増中にフランスで感染した可能性がある。これらの  

FDA／CBER August2006 ‖   ． 

ことから、FDAは1980年以降フランスで血液又は血液成  
分の輸血を受けた青からの供血を無期限に停止するとい  

う予防策の導入をガイダンス宰とLノて発表l一たっ －   

アイルランド輸血サービスは、CJDの病因となるプリオン  
を供血血液から除去するために開発された新しい装置を  
1年間使用した後、試用の中止を決定した。血液サービス  
は昨年、そのフィルター装置を購入したが、十分な効果が  
得られず、CJDプリオンは捕捉されずに通過し、供血中に  
混入する可能性があるためである。  

欧州協議会は2005年の反窮動物（有蹄動物）における伝  
達性海綿状脳症（TSE）のモニタリングと検査に関する報  
告書を発表した。TSE検査を行った1千万頭以上のウシの  
うち、陽性となったのは561頭のみであった。2005年の調  
査結果は陽性例が引き続き減少していることを示してい  
る。  

悼性消耗病（CWD）非感染シカをCWD陽性のシカの唾  
液、血液または尿・兼に曝露させた。その結果、CWDを伝  
播しうる感染性プリオンが唾液および血液中に認められ  
た。CWDはシカ科の動物に容易に伝播すると言える。プリ  
オン感染では体液との搾触に関する注意が払われるべき  
である。  

PRDT（Pa廿】OgenRemovalandDiagnosticsTechnologies）  
は、全血、RBCまたは血兼存在下で脳由来プリオンタン  
／くク質およびTSE感染物と強く精舎する高枕和性リガンド  

を得るため、何百万もの化合物をスクリーニングした。そ  
の結果、PRDTのリード樹脂は赤血球存在下でも高濃度  
のTSE感染物を吸着し、低濃度の内因性TSE感染物を除  
去した。この樹脂を使用したMacoPharmaP－Capt（TM）  
フィルターを用いることにより、輸血によるvCJD伝播リス  
クを軽減できる。  

2003年12月及び2005年4月に固形臓器の移植を受けた2  
つの患者群の感染症について調べた。レシピエント全員  
（8名）の検休からリンパ性脈絡囁陳炎ウイルス（LCMV）が  
検出されたが、ドナー（2名）からは検出されなかった。  
2005年群のドナーはLCMVに感染したハムスターをペット  
として飼っていたが、2003年群の感染源は不明であった。  
レシピエント8例中7例は移植後9日から76日で死亡した。   

Report2006年7月  
AABBWeekly  21日  

BSE  

ABC Nev〉Sletter  

2008年9月22日18  
ページ  

Science2008：314：  

133－136  

∨oxSang2006：  
91（Supp13）：70  

NEnglJMed2008：  
354：2235－2249  
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ウイルス感染  Eurosunre川ance  
2006：11（8）：060810  

1ル人！設架Uノ′1ノ「ノレ  

イクがインドの8つの州で続いており、拡大するおそれが  
ある。最も被害の大きい5つの州では898500例以上の疑  
い例が報告されている。北部の州からは1例も報告されて  
いない。ヨーロッパの多数の国で輸入症例が報告されて  
いる。感染の拡大防止ならびに特異的な抗ウイルス薬と  
ワクチンの開発が急務である。  

1998年から1999年の韓国の血友病患者におけるHAV感  
染と血液凝固因子との因果関係を調べるため、比較対照  
試験と分子学的HAV検出を行った。疫学的調査およぴ  
HAVRNA配列検査から、凝固因子VlIIの1ロットがHAV感  
染に関与していたことが明らかになった。  

ヨーロッパでの8型肝炎発生率は北西部が低く（1％以  
下）、南部が高い（5－15％）。北西部では抗HBcスクリーニン  

グが導入され、南部ではHBV－NATが導入される傾向が  
ある。B型肝炎ウイルス慣性となった供血舌と血液の管理  
に関して、ヨーロッパではHBVDNA、HBc抗体惰性でHBs  
抗体レベルが100IU／L以上の場合は供血を続けることが  
できるというリエントリー・アルゴリズムが検討されてい  
る。   

‾‥  
不才て捕手軸蒲毛シタニ誘衡臨書う扇元老盲二頑行ゐ  
PRISM＠HBcおよび新規PRISM＠Hbcore検査を用いた  
日日c抗体のスクリーニングを実施し、診断感度および特異  
性を調べた。両者とも約1．8％がHBc抗体陽性であることを  
示し、感度は同等であっ1＝が、特異性はPRISM喝｝HBcore  
の方が有意に高かった。この検査が陽性であった188検  
体について、さらに7種類の抗H8c検査、2種類の抗H8s  
検査、1種類の抗Hbe検査、3種類のHBVNAT検査を行っ  
て、検査積果を比較した。  

輸血用血液製剤のH8V、HCV、HEV（＝ついて、2000年2月  
から2004年1月までの4年間の遡及調査を行った。調査  
は、主に複数回献血者において感染症マーカーが協雪云し  
た場合に前回の血液サンプルを個別NATで精査するもの  
で、HBVについては50プールNAT，H日sAg，HBcAbのい  
ずれかの陽転例約16000人について前回の保管検体を  
調べた。副作用報告による感染例を合せると、日本では  
輸血によるHBV感染が1年に約19例、HCV感染は4年に1  
例、HtV感染は2年に1例起こるものと推定された。   

Epidemiol Infect 
2006；134：87－93  

B型肝炎  
Transhsion2006：  

46：1258－1258  

B型肝炎  Vox Sang2006：91  
237－243  

B型肝炎C型  

肝炎  

日本輸血学会雑誌  
52（2）：197第54回  

日本輸血学会総会  
2006年8月9－11日  
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B型肝炎C聖  

肝炎   52（2）：198第54回  

日本輸血学会総会  
2006年6月9－11日  

H   

HtVでは輸血後陽転例はみられなかった。  

日本輸血学会雑誌  
52（2）：199第54回  

日本輸血学会総会  
2006年6月9－11日  

日本の献血者におけるHBVNAT陽性舌について解析し  
たところ、20歳代ではH8V感染初期、50歳代、60歳代で  
は感染晩期の陽性例が多かった。陽性数の高い地域は  
千葉県から愛知県までの太平洋側と大阪府であった。  
HBVGenotypeAは101例（女性1例）検出され、全国に広  
がる傾向が見られた。  

B型肝炎C型  
肝炎  

日本輸血学会錐誌  
52（2）：234第54回  

日本輸血学会総会  
2006年6月9－11日  

2005年に全国の医療機関から日本赤十字社へ報告され  
た輸血感染症（疑い症例を含む）の現況とその傾向につ  
いての報告である。2005年輸血感染症症例（疑い症例を  
含む）報告数は12月22日現在260例で、内訳は、HBV：  
127、HCV：71、HEV：2、川∨：2、CMV：3、ヒトパルボウイル  
スB19：3、細菌：52であった。この内、輸血との因果関係  

が高いと評価した症例は、HBV：1O例、HCV：1例、HEV：1  
例、ヒト／くルポウイルス819：3例であった。  

ヰ1stAnnual  
Meetingof廿1e  
European  
Associationforthe  
Studyofthe Liver  
2006年4月28－30日  

中日新聞Chunichi  
WebPress2006年9  
月4日  

スペインの肝臓及び消化器専門クリニック数施設におけ  
る急性C型肝炎の全報告例についてレトロスペクティプ疫  

学解析を行った。1998年から2005年の急性C型肝炎患者  
103例を対象とした。大部分の症例で感染に関連する唯  
一の立証されたリスクファクターは入院であった。  

人全血液  
人全血液  

日本  人血液   
育覿議脊  

80780に同じ  

日本赤十 字社  

マラリア  60760に同じ  

CDC2006年8月30 日  

ProMED－ mai120060824．1758  80780に同じ   
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Week】y2006；  

55（37）：1013－1016  
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Report2008年9月  
AA8日Weekly  15日  

60760に同じ  ProMED－ mai120061004．2843  マラリア  
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Weekty2006：  
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91（Supp13）：98  
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